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１．学校施設等長寿命化計画の背景・目的等 

（１）背景 

中札内村(以下、本村)においては、国の動向と併せ、公共施設・インフラ資産における今後の

公共施設等の管理に関する基本的な方針として平成28年2月「中札内村公共施設等総合管理計画」

を策定しています。 

「中札内村学校施設等長寿命化計画」（以下「本計画」）は、中札内村公共施設等総合管理計

画に基づく学校施設等（学校施設及び文教施設）の個別施設計画の位置付けとなります。 

本村における学校施設等は、1970年から2009年にかけ各年代に整備され、文化・教育系施設

及びスポーツ・レクリエーション系施設はすべての公共施設面積の25.7％※を占める面積となっ

ています（上記公共施設等総合管理計画）。 

施設状況としては、旧耐震建物においては耐震改修等を実施するとともに、施設全般にわた

って屋根や外壁など外装の塗替や補修を定期的に実施していますが、維持管理においては今後

も老朽化対策が必要とされています。 

施設の修繕や改善には多額の費用が必要であり、計画的な施設管理が求められています。  

 

（２）目的 

本計画においては、これら背景を踏まえ中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減

及び予算の平準化を図りつつ、学校施設等に求められる機能・性能を確保することを目標に、

今後の整備による施設環境の質的改善や長寿命化によるコスト縮減を考慮し、優先順位に基づ

く40年間の長期方針と、今後10年間の具体的な整備計画を設定することを目的としています。 

なお、協議検討においては「文部科学省 学校施設の長寿命化計画に係る手引き及び解説

書」を踏まえ、本計画を策定することとします。 

 

（３）計画期間 

計画期間は、令和２年度から令和11年度までの10年間とします。 

ただし、計画期間内においても必要に応じて適宜見直すものとします。 

 

（４）対象施設 

計画の対象施設は、学校施設４施設（小学校２校、中学校１校、学校給食センター１施設）

及び文教施設６施設（公民館１施設、観覧・図書館１施設、スポーツ施設４施設）を合わせた

１０施設とします。 

 

■対象施設一覧 

学校施設 

中札内小学校 

上札内小学校 

中札内中学校 

中札内村学校給食共同調理場 

４施設 

文教施設 

上札内交流館 

中札内村文化創造センター 

中札内交流の杜 

中札内ファミリースポーツセンター 

中札内村民プール 

屋内多目的運動施設 

６施設 

※同計画中、文化・教育系施設：16.1%とスポーツ・レクリエーション系施設：9.6%を合わせた割合 
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２ 学校施設等の目指すべき姿 

（１）教育行政の方針 

本村の教育・文化の振興に関する施策目標と方針は、「第２次中札内村教育大綱※（以下「教

育大綱」）」に示されています。 

 

  

■第２次中札内村教育大綱   （対象期間 平成３０年度～３３年度） 

 

１．基本目標とめざす姿 

○ 基本目標      「人と文化を育むまち」 

○ 本村教育のめざす姿 

□子ども達の「生き抜く力」を育みます。 

□ふるさとを愛し、地域の活力ある未来を拓く人材を育成します。 

□地域社会全体で子ども達の学びや育ちを支援します。     

□村民が「自律」をめざす中で、夢や目標を持ち、生きがいのある人生を送る 

ことができる環境づくりを推進します。     

□主体的な文化・芸術の振興を図るとともに、スポーツへの参画を促進します。  

  

２．基本方針（一部抜粋） 

  Ⅰ 幼児教育の推進    

Ⅱ 学校教育の推進 ～社会で「生き抜く力」の育成～ 

Ⅲ 社会教育、文化、芸術の振興 

Ⅳ スポーツの振興 

Ⅴ 地域全体で支援する体制づくりの確立    

Ⅵ 教育環境の整備・充実    

１ 学校教育施設の整備充実     

・中札内小学校の長寿命化  

・計画的な施設・設備の整備の充実 

２ 社会教育・スポーツ施設の整備充実     

・多目的屋内運動施設の整備     

・屋外運動施設の整備 
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（２）公共施設等の方針 

学校施設及び文教施設の管理や整備に関わる基本的な方針は、「中札内村公共施設等総合管理

計画」に示されています。 

本計画では、それら施設の整備に関する基本的な考え方を踏まえ実現を目指すこととします。 

 

■中札内村公共施設等総合管理計画 ：平成28年2月策定   

〈抜粋〉 

 

５．今後の公共施設等の管理に関する基本的な考え方  

  

（１）計画期間  

平成２８年度から平成３７年度（１０年間）  

  

（２）取組体制  

計画管理を総務課企画財政グループが担い、各資産担当課と連携・調整を行いながら全

庁的に取り組むものとします。また、まちづくり計画や財政計画などの各種計画との整合

性を図り、必要に応じ随時見直しを行うものとします。  

  

（３）基本方針   

①総資産量の適正化  

本村の財政状況や予算規模から、現在保有している公共施設の改修や建替え、インフ

ラ資産の更新を全て行うことは非常に困難であると想定されます。  

このため、公共施設等のあり方や必要性について、利用需要や費用対効果などの面か

ら総合的に評価を行うとともに、人口減少や社会構造の変化を踏まえ、必要なサービス

水準を確保しつつ総資産量の適正化を図ります。  

○公共施設  

・原則、施設の新設は行いません。  

施設の新設が必要となる場合は、既存施設の複合化・集約化の検討、費用対効果や地域

の活性化を考慮して行います。  

・現在保有している施設の廃止・複合化・集約化・用途変更などを検討し、施設の総量を

縮減します。  

・施設の廃止・複合化・集約化による施設跡地は、売払い等により処分し、財源確保に努

めます。  

○インフラ資産  

・道路、橋りょう、水道等のインフラ資産については、日常生活における重要性や種別ご

との特性を考慮し、中長期的な視点に基づくそれぞれの整備計画等も踏まえ、総量の適

正化を図ります。  

  

②長寿命化の推進  

今後も利用が見込まれる公共施設等については、計画的な維持修繕を徹底することによ

り長期にわたる安心・安全なサービスの提供に努めるため長寿命化を推進します。  

・定期的な点検・診断により、計画的な維持修繕を徹底します。  

・修繕・改修時期の集中を避け、計画的に管理することにより、財政負担の軽減と歳出の

平準化を図ります。 
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（３）学校施設の目指すべき姿     

学校施設の目指すべき姿は、教育大綱において示された教育目標を前提としつつ、今後の学校

施設整備の取組みにおいて実現すべき目標像とします。 

文部科学省の諮問会議において示された「安全性」「快適性」「学習活動への適応性」「環境

への適応性」「地域の拠点化」の５分野を参考に総合的な視点を踏まえ、次のとおりとします。

また、今後の個別事業の実施においてその実現と具体化を図ることとします。 

 

■学校施設の目指すべき姿     

１.「安全性」：安全・安心の学校 

〇災害対策を備えた学校 

〇防犯対策を備えた学校 

〇事故防止対策が安心な学校 

〇健康対策に安心な学校 

２.「快適性」：快適な生活学習環境の学校 

〇快適な学習環境の学校 

〇教職員に配慮した環境の学校 

３.「学習活動への適応性」  教育学習活動の充実化に対応できる学校 

 〇主体性を養う空間を充実する学校  

〇適切な学習スペースを確保する学校 

〇学習環境を質的に充実する学校 

〇学校図書館を多様に活用する学校 

〇情報環境を整備充実する学校 

〇食育を充実する学校 

〇特別支援教育を推進する学校 

４.「環境への適応性」    環境配慮の学校 

〇環境教育を充実する学校 

５.「地域の拠点化」     地域の拠点機能を備えた学校 

〇地域と連携する学校 

 

 

 

 

 

※参考資料：「学校施設整備基本構想のあり方について（学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議 平成25年3月）」 
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３ 学校施設等の実態 

（１）施設等の運営状況・活用状況等の実態 

① 対象施設の概要    

イ）学校施設 

学校施設においては、昭和45(1970)年建設の中札内中学校校舎が最も古く、昭和62(1987)年に

上札内小学校、平成6(1994)年に中札内小学校が整備されています。中札内中学校校舎は、平成 

26(2014)年に全面的な長寿命化改修を行っています。 

中札内村学校給食共同調理場は、中札内小学校に併せ整備しています。 

■学校施設概要一覧                                  （学校延床面積：校舎＋体育館） 

 
施設名 

延床面積
（㎡） 

建設年度 
児童・生徒数 

計 
学級数 

通常 特支 通常 特支 

小
中
学
校 

中札内小学校 5,022.000 1994（H6） 182 26 208 7 6 

上札内小学校 2,333.300 1987（S62） 13 3 16 3 2 

計 7,355.300  195 29 224 10 8 

中札内中学校 2,029.270 
1970・1979 

（S45・S54） 
95 12 107 3 4 

計 2,029.270  95 12 107 3 4 

給
食 

中札内村学校給食共同調理場 496.000 1994（H6）      

計 496.000       

 

ロ）文教施設 

文教施設においては、旧中札内プールを用途転換した屋内多目的運動施設建物が最も古く、昭

和 46(1971)年に建設、ファミリースポーツセンターが昭和 48(1973)年、上札内交流館が昭和

50(1975)年に建設されています。上札内交流館は平成 26(2014)年に宿泊機能を備えた研修施設

に転換する大規模改造を行っています。中札内交流の杜は、昭和(1977)年建設の道立中札内高校

から平成 21(2009)年用途転換改修により整備されています。 

平成期に入り、中札内村文化創造センターは平成 9（1997）年、中札内村民プールは平成

29(2017)年に建設されています。屋内施設多目的運動場は、平成 30(2018)年に屋内運動施設へ

と改修整備しています。 

■文教施設概要   

 施設名 延床面積（㎡） 建設年度 備考 

社会教育
施設 

上札内交流館 1,224.818 1975（S50） 旧公民館 

中札内村文化創造センター 4,397.460 1997（H 9） 観覧場・図書館他 

中札内交流の杜 5,313.116 2009（H21） 
道立高校を研修施設に用途

転換 

スポーツ

 施設 

中札内村ファミリースポーツ

センター 
2,388.200 1973（S48） 体育館 

中札内村民プール 996.890 2017（H29） プール 

中札内村屋内多目的運動施設 967.030 1971（S46） 
旧中札内プールを屋内運動

施設に用途転換 
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② 取り巻く状況と施設配置 

イ）地域特性 

本村は、十勝地方の中心都市帯広市への隣接や空港に近接した立地、豊かな自然・農村環境の

中で、文化・教育活動に積極的に取り組む地方農村都市として発展しています。 

 

・十勝地方の南部に位置し、日高山脈中央部を源とする清流「札内川」の流域に広がり、北は帯

広市、南は大樹町、東は更別村、西で日高地方に接しています。 

・十勝の中心都市帯広からも28㎞の地点にあり、帯広空港にも近く、村の西部は日高山脈襟裳国

立公園になっているなど、自然環境・生活環境に恵まれています。 

・気候は、夏季の気温が20度前後と温暖で、冬季はマイナス10度前後と、夏冬の寒暖差が大きい

のが特徴です。冬には降雪が少なく「十勝晴れ」といわれるカラリとした晴天が続きます。 

・約7,200haの耕地では、主要作物の小麦、馬鈴薯、甜菜、豆類に加え、枝豆や大根など野菜の

作付けも増えています。また、生乳、鶏卵、豚肉生産などの畜産も盛んです。 

・「花と緑とアートの村」をスローガンに、美しい農村景観を守り育てるために、地域・住民・

企業とともに景観づくり進めています。 

・村の人口は3,966人、世帯数は1,609世帯です（平成27年国勢調査）。近年、人口は4,000人前

後で横ばい傾向にあり、世帯は微増しています。 
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ロ）施設配置 

学校施設等は、中札内市街地に 8 施設、上札内地区に 2施設が位置しています。 

 

○中札内市街地 

中札内小学校、中札内中学校、創造文化センター、村営プールが市街地南側に集約されてい

ます。ファミリースポーツセンターは、市街地の中心部、村役場に隣接し位置しています。交

流の杜は、中札内インター線沿いに、多目的運動施設は中札内診療所、福祉センターに隣接し

ています。 

 

○上札内地区 

上札内小学校と上札内交流館が地区の中央に隣接しています。 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■対象施設位置図    

   

上札内地区 
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■小学校児童数・学級数の推移

中札内小学級数

中札内小（特支）

上札内小学級数

上札内小（特支）

児童数全体

中札内小児童数

上札内小児童数

（児童数）
（学級数）

③ 小学校・中学校の児童生徒数及び学級数の変化   

イ）小学校 

児童数は、中札内小学校 208人、上札内小学校 16人、合計 224人（特別支援学級 29人を含

む）で、40年前（昭和 53年）の児童数 379人の 6割程度まで減少しています。 

普通学級数は、中札内小学校では一学年のみが 2学級、全体で 7学級。上札内小学校では複式

学級の構成で 3学級、合計 9学級となっています。 

特別支援学級数は、中札内小学校で 6学級、上札内小学校で２学級、と近年急増しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中札内小学校 上札内小学校 
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ロ）中学校 

中学校は、中札内中学校１校です。 

生徒数は、107人（特別支援学級 12名を含む）、開校時生徒数の約 6割となっています。 

普通学級数は、昭和 53年時点の 6学級から半数の 3学級となっています。 

特別支援学級は、4学級、生徒数は 12名です。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 給食共同調理場の運営状況 

給食共同調理場は、中札内小学校に併設されています。建設当時（平成7年）は毎日約380食

を提供していましたが、令和元年10月時点では、約400食を提供しています。 

建物に対する保健所等定期検査（令和元年6月）では「天井打リベットの頭が出ているため

危険」との指摘があります。  
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■中学校生徒数・学級数の推移
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特別支援学級数

合計生徒数

（生徒数） （学級数）

中札内中学校 

中札内村給食センター 
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⑤ 文教施設の利用状況 

 文教施設の施設利用状況は、以下のとおりです。 

    

■中札内村文教施設：施設利用概要 

施設名 利用時間帯 施設利用状況(利用者数) 

上札内交流館 10：00～21：00 

・H30年総利用者数は8,749人あり、内宿泊者数は1,

174人となっている。施設利用者数は近年増加に

ある 

中札内文化創造センター 10：00～21：30 
・H30年総利用者数は28,774人あり、年間2.8万人前

後の利用となっている。 

中札内交流の杜 9：00～21：30 
・H30年総利用者数は32,880人あり、年間3.2万人を

超える利用が続いている 

ファミリースポーツセンター 10：00～21：00 
・H30年総利用者数は14,809人あり、近年利用が急

増している 

村民プール 10：00～20：00 
・施設の開館は6～9月。H29年開館以後H29年：7,4

26人、H30年：7,047人の利用者数となっている 

屋内多目的運動施設 9：00～21：30 ・平成30年改修 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

ファミリースポーツセンター 

村民プール 中札内村屋内多目的運動施設 

中札内交流の杜 

上札内交流館 中札内文化創造センター 
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⑥ 施設関連経費の推移 

学校施設等の施設関連経費は、過去５年間の年平均で、3.42億円程度（学校施設で約 0.61億

円。文教施設で約 2.81億円。）となっています。 

 

■施設関連経費の概要 

○施設整備費    ：施設の増改築や大規模な改修等に関わる費用。 

平成28年度には文化創造センターの防水改修や村民プール建設があ

り突出した金額となっている。 

５か年平均では1.75億円程度となっている。 

○その他施設整備費 ：屋外附帯施設等の施設整備の他、設備の更新等に関わる費用。 

５か年平均して年間1,000万円程度となっている。 

○維持修繕費    ：部分的な補修や取替等。 

５か年平均して年間760万円程度となっている。 

○光熱費等     ：電気、暖房、水道等。 

５か年平均して1億5,000万円程度（学校施設：約4,700万円・文教

施設：1億200万円）となっている。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

138,233 134,512 138,745 
162,401 172,480 

3,436 
6,577 12,681 

9,394 11,545 10,476 5,594 9,839 17,150 3,899 
24,354 

645,403 

27,600 

171,342 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（千円）

施設整備費 その他

施設整備費
維持修繕費 光熱水費・

委託費等

年平均3.42億円

■近年５年間の施設関連経費の推移　（合計 ） （円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 ５か年平均

施設整備費 3,898,800 24,354,000 645,402,956 27,599,600 171,342,000 174,519,471

その他
施設整備費

11,545,200 10,476,000 5,594,400 9,838,800 17,150,400 10,920,960

維持修繕費 3,435,660 6,576,680 12,681,248 5,923,531 9,393,847 7,602,193

光熱水費・
委託費等

138,232,917 134,511,992 138,744,757 162,401,299 172,480,115 149,274,216

施設関連
経費合計

157,112,577 175,918,672 802,423,361 205,763,230 370,366,362 342,316,840
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

（㎡）

小学校校舎 小学校屋体 中学校校舎 中学校屋体 給食センター 文教施設

文化創造センター

中札内交流の杜

築10年未満

997㎡/4%

築10年～20年未満

0%

築20年～30年未満

9,862㎡/36%

築30年～40年未満

3,905㎡/14%

築40年～50年未満

12,532㎡/46%

旧耐震基準（S56年以前)
６棟・14,104㎡（52%）

新耐震基準（57年以降）
７棟・13,192㎡（48%）

中札内中学校

校舎・改修

中札内小学校 校舎・屋体

・給食センター

上札内小学校

中札内中学校

・体育館

旧中札内高校校舎・屋体

上札内交流館

中札内中学校・校舎

村民プール

ファミリースポーツセンター

旧高校

ﾌﾟｰﾙ

中札内公民館

上札内交流館

旧中札内公民館

⑦ 施設等の保有量と将来の更新コスト 

イ）施設保有量 

 計画対象施設全体の保有面積は27,296㎡※１で、村の公共施設全体の面積124,501㎡※２の約2

割となっています。 

 

■経年別保有量 ：築40年以上の施設が約半数と最も多い 

・40年以上の建物5棟（12,532㎡・46％）、30年以上40年未満の建物3棟（3,905㎡・14

％）、20年以上30年未満の建物4棟（9,862㎡・36％）10年未満は１棟（997㎡・4％） 

 

■施設別保有量 ：学校施設は46％、文教施設は56％ 

 ・小学校は２施設、中学校は１施設で、校舎・体育館あわせて６棟（11,477㎡・42％） 

・給食センターは１施設（532㎡・2％） 

・文教施設は６施設（15,287㎡・56％） 

 

■耐震基準別保有量：建設時旧耐震基準※の施設は６棟、全て耐震改修実施等安全確認済み 

  

 

 

 

■築年別施設整備状況 

 
 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中札内プール 

 

屋内多目的 

運動施設 中札内プール 

※建築物の設計において適用される地震に耐えることのできる構造の基準で、 

1981（昭和56）年5月31日までの建築確認において適用されていた基準をいう。 
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■学校施設等建設年度代別保有状況     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
施設 面積 

（㎡） 
建設 
年度 

築年数 
(年度末) 

築40年
～ 

築30年
～ 

築20年
～ 

築10年
～ 

10年 
未満 

小
中
学
校 

中札内小学校 
校舎 3,777 1994(H6) 25   ●   

体育館 1,156 1994(H6)  25   ●   

上札内小学校 
校舎 1,375 1987(S62) 32  ●    

体育館  958 1987(S62) 32  ●    

中札内中学校 
校舎 2,639 1970(S45) 49 ●     

体育館 1,572 1979(S54) 40  ●    

計  11,477 （42%）       

給 

食 

中札内村学校給食共同調理場  532 1994(H6) 25   ●   

計   532 （ 2%）       

文
教
施
設 

上札内交流館  1,225 1975(S50） 44 ●     

文化創造センター  4,397 1997(H9） 22   ●   

中札内交流の杜  5,313 1977(S52） 42 ●     

ファミリースポーツセンター  2,388 1973(S48） 46 ●     

村民プール    997 2017(H29）  2     ● 

屋内多目的運動施設    967 1971(S46) 48 ●     

計  15,287 （56%）       

合計 27,296㎡  
 12,532 3,905 9,862  997 

 (46%) (14%) (36%)  (4%) 
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ロ）今後の維持・更新コスト（従来型） 

今後、現在の施設保有面積を維持しつつ改築中心の従来型の維持管理（50年で建替（ここでは

同規模での建替）、20年ごとに大規模改造）を行うと仮定すると、今後40年間にかかるコストは

総額186億円となります。 

 

 

〈参考〉 

 [現在状況からの今後の維持・管理コスト（従来型）の試算] 

ここでは、20年ごとに大規模改造、50年で同規模での建替を行うとして試算しています。 

○試算根拠：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」付属ソフトによる試算 

○試算条件：・事業サイクルは、20年ごとに大規模改造、築後50年で改築と設定 

・金額は改築費：360,000円/㎡、大規模改造費：90,000円/㎡で設定 

・改築面積は現在面積と同じ 

 

□今後40年間のコスト 

・事業費は総額186億円と試算される 

□直近５年間の施設関連経費との比較 

・維持更新コスト試算は、年平均4.7億円となり、直近５年間の年間施設整備費（3.4億円）

と比較すると、約1.4倍となる 

□10年ごとの期間区分でのコスト 

・2040年からの10年間が最も事業費が高く、年平均6.5億円となっている 

・次に高いのは、多数の施設の改築が重なる今後10年間で、年平均6.4億円となっている 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（50年改築・20年大規模改造） 
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⑧ 運営状況・活用状況等の実態を踏まえた課題 

学校施設の運営状況・活用状況等の実態を踏まえた課題は、 以下のように考えられます。   

 

１）少子化の進展により児童生徒数及び学級数が減少している一方、特別支援教室は近年増加

するなど、必要な教育環境を確保することが困難になることが予想されます。 

 

２）教育内容の変更等を見据えた、余裕教室や余裕スペース等の有効活用の検討が必要となっ

ています。 

 

３）施設関連経費の経常的な支出は大きく、計画的な運用と削減への取組みが必要となってい

ます。 

 

４）築後長い年月が経過した学校施設等の割合が高くなっており、今後膨大な更新コストが 

かかることが予想されます。 
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（２） 施設老朽化の実態 

① 構造躯体の健全性の評価 

計画対象施設の構造躯体の健全性については、〈耐震安全性〉と〈長寿命化判定〉の２点から

整理します。 

 

イ）耐震安全性 

耐震安全性は、既往の耐震診断および耐震補強等工事実績に基づき判定します。 

対象建物においては、旧耐震基準に基づく建物（昭和56年以前建設）は６棟ありますが、全

て耐震診断および必要な耐震補強が実施され、現在の建築基準法が求める耐震性は確保されて

います。 

全ての対象建物において、耐震安全性は確保されていると判定できます。 

 

■施設別建設時期と耐震性能に関する診断履歴 

施設名 
施設 
区分 

構造 
建設 
年度 

耐震性能に係る診断・改修履歴 

耐震基準 耐震診断 耐震補強 備考 

中札内小学校 
 校舎 RC H6 新耐震    

 体育館 Ｓ Ｈ6 新耐震    

上札内小学校 
校舎 RC S62 新耐震    

体育館 Ｓ S62 新耐震    

中札内中学校 

校舎 RC S45 旧耐震 H17年 H19年 H26：長寿命化改修 

体育館 Ｓ S54 旧耐震 H17年 H19年 
  

 

給食共同調理場 
給食セ

ンター 
RC H6 新耐震    

上札内交流館 公民館 RC S50 旧耐震 H20年 H25年 
H25：上札内交流館

への改修工事 

文化創造センター 
観覧場 

図書館 
RC H9 新耐震    

中札内交流の杜 研修施設 RC S52 旧耐震 H17年 H21年 
H21：交流の杜への

改修工事 

ファミリースポーツ 

センター 
体育館 

RC+S 

+ＳRC 
S48 旧耐震 H20年 H28年  

村民プール プール RC H28・29 新耐震    

屋内多目的運動施設 練習場 Ｓ S46 旧耐震 済 済  
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ロ）長寿命化判定 

今後の維持・更新における長寿命化活用の可能性は、文部科学省が示す［長寿命化の判定フロ

ー］（次ページ〈参考〉長寿命化の判定フロー）に基づき判定します。 

対象建物においては、耐震診断時におけるRC圧縮強度や中性化状況、及び現地調査結果を踏ま

えると、ファミリースポーツセンターを除き全ての建物で長寿命化の判定となります。 

ファミリースポーツセンターにおいては、中性化の進行が約20年後には鉄筋に達する計算とな

っており、その時点における建物活用の判定が必要であり「要調査」となります。 

 

■長寿命化活用の可能性の判定 

施設名 
施設 
区分 

構
造 

建設 
年度 

耐震安全性 
判定 

耐震性能に係る 

診断・改修履歴 基準 診断 補強 

中札内小学校 
 校舎 RC H6 新   長寿命  

  体育館 Ｓ Ｈ6 新   長寿命  

上札内小学校 
校舎 RC S62 新   長寿命  

体育館 Ｓ S62 新   長寿命  

中札内中学校 
 校舎 RC S45 旧 済 済 長寿命 

H17：耐震診断 

H19：耐震改修 

H26：校舎・長寿命化改修 

 体育館 Ｓ S54 旧 済 済 長寿命 
H17：耐震診断 

H19：耐震改修 

給食共同調理場 
給食 

センター 
RC H6 新   長寿命  

上札内交流館 公民館 RC S50 旧 済 済 長寿命 
H20：耐震診断 

H25：上札内交流館への改修工事 

文化創造センター 
観覧場 

図書館 
RC H9 新   長寿命  

中札内交流の杜 研修施設 RC S52 旧 済 済 長寿命 
H17：耐震診断 

H21：交流の杜整備工事 

ファミリースポーツ 

センター 
体育館 

RC+S 

+ＳRC 
S48 旧 済 済 要調査 

H20：耐震診断 

H28:村民体育館耐震改修工事 

村民プール プール RC H28・29 新   長寿命  

屋内多目的運動施設 練習場 Ｓ S46 旧 済 済 長寿命  
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〈参考〉 

  

■長寿命化の判定フロー  
   （文部科学省「学校施設の長寿命化に係る解説書」第２章より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■フロー図 

 
                                  本計画における 

                                  検討範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [判定方法] 

計画における「改築」と「長寿命化」(長寿命化改修)の可能性区分を明らかにするため、

実施されている耐震診断報告書等を基に、長寿命化改修への適否を選別します。 

従来のように築50年未満で建替えるのではなく、80年程度の長期に渡って建物を使用する

ためには、構造躯体が健全でなければ必要な安全性が確保できないこととなります。このた

め、長寿命化改修に適さない可能性がある建物については、以下の判定に基づき、今後の維

持・更新コストを試算する上での区分とします。 
 

【長寿命化活用の可能性判定基準】 

 １）耐震診断調査において中性化等の到達年数が示されている建物は、その時点における

建物の活用判定にあたっては再調査が必要となることから「要調査」とする。 

２）上記以外、コンクリート強度や中性化及び鉄骨の腐食等がない建物は、「長寿命判定

建物(長寿命化改修可能)」とする。 

   築後40年程度の段階における長寿命化改修の実施により80～100年程度の活用が可能

な建物として判定する。 
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ハ）今後の維持・更新コスト（長寿命化型）    

今後、現在の施設保有面積を維持しつつ改修中心の長寿命化型の維持管理（築後40年をすでに

経過している建物については、今後10年間で実施することとし、各年次に均等振り分け）を行う

と仮定すると、今後40年間にかかるコストは総額142億円となり、３（１）―⑦-ロ）今後の維持

・更新コスト（従来型）の186億円と比較すると、44億円（23％）の削減となります。 

 

 

〈参考〉 

[現在状況からの今後の維持・管理コスト（長寿命化型）の試算] 

今後長寿命化改修中心の保全管理とし、築後 45年で長寿命化改修、25年ごとに大規模改造、

築後 100年で改築を行うとした試算としています。 

○試算根拠：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」付属ソフトによる試算 

○試算条件：・事業サイクルは25年ごとに大規模改造を実施し、築後45年で長寿命化改修する 

・金額は改築費：360,000円/㎡、長寿命化改修：180,000円/㎡、   

大規模改造費：90,000円/㎡で設定 

・改築面積は現在面積と同じ 

□今後40年間のコスト 

・事業費は総額142億円と試算される 

・従来の建替中心の場合の186億円に比べて44億円、2割以上のコスト縮減となる 

□直近５年間の施設関連経費との比較 

・維持更新コスト試算は年平均4億円となり、直近5年間の年間施設整備費（3.4億円）の 

約1.2倍程度となる 

□10年ごとの期間区分でのコスト 

・部位修繕や長寿命化改修、大規模改造等が重なる今後10年間が最も事業量が最も多く、年

平均4.7億円となる 

・次に、長寿命化改修が重なる2040年からの10年間の事業量が多く、年平均4.1億円となる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2倍 
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② 構造躯体以外の劣化状況評価 

構造躯体以外の劣化状況の評価は、屋根・屋上、外壁、内部仕上、電気設備、機械設備につ

いて現況調査に基づき対象建物ごと「劣化状況調査票」を作成し、健全度として評価します。 

建物劣化の健全度評価では、学校施設では、「中札内中学校体育館」の外壁と内部及び設備

の評価が低く45点、文教施設では、「中札内交流の杜」が内外装及び設備更新の緊急性があり

最も低い19点、次いで「ファミリースポーツセンター」が内部及び設備更新の必要が指摘され

47点となっています。 

また、評価の結果に基づき、劣化部位の修繕や改修等の優先順位付けを今後の維持・更新コ

スト算出に反映させることとします。 

 

 
■構造躯体以外の劣化状況評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2439 中札内小学校 校舎 031 小学校 校舎 RC 2 3,777 1994 H6 25 新 長寿命 C B C B B 59

2 2439 中札内小学校 体育館 032 小学校 体育館 S 1 1,156 1994 H6 25 新 長寿命 B B C B B 62

3 2440 上札内小学校 校舎 014 小学校 校舎 RC 2 1,375 1987 S62 32 新 長寿命 B B B B B 75

4 2440 上札内小学校 体育館 014 小学校 体育館 RC 2 958 1987 S62 32 新 長寿命 B B B B B 75

5 4991 中札内中学校 校舎 001 中学校 校舎 RC 2 2,639 1970 S45 49 旧 済 済 H17 18 改築 A A A A A 100 H26･27長寿命化

6 4991 中札内中学校 体育館 08 中学校 体育館 S 2 1,572 1979 S54 40 旧 済 済 H17 21 長寿命 A C C C C 45

7 K155
中札内村学校給
食共同調理場

給食センター 003
給食セン

ター
給食セン

ター RC 1 532 1994 H6 25 新 長寿命 B B B B B 75

8 上札内交流館 公民館 その他 その他 RC 2 1,225 1975 S50 44 旧 済 済 H20 21 要調査 C B A A A 88 旧公民館

9
文化創造セン
ター

観覧場・図書館 その他 その他 RC 2 4,397 1997 H9 22 新 長寿命 A C B B B 67

10 中札内交流の杜 研修施設 その他 その他 S 3 5,313 1977 S52 42 旧 済 済 H17 24 要調査 D C D D D 19 旧中札内高校

11
ファミリースポー
ツセンター

体育館 その他 体育館 RC 2 2,388 1973 S48 46 旧 済 済 H20 23.6 要調査 A A D C D 47

12 村民プール プール その他 その他 RC 1 997 2017 H29 2 新 長寿命 A A A A A 100

13
屋内多目的運動
施設

スポーツ練習場 その他 体育館 S 1 967 1971 S46 48 旧 済 済 要調査 A A A A A 100 H30改修工事完了

構造躯体の健全性

試算上
の区分

基準 診断 補強
調査
年度

圧縮
強度
（N/㎟）

長寿命化判定

構造
延床
面積
（㎡） 西暦 和暦

築年
数

施設名 建物名 棟番号
固定資
産台帳
番号 学校種別

建物基本情報

通し
番号

学校
調査
番号

用途区分 耐震安全性

建物用途
階数

建築年度

劣化状況評価

屋
根

・
屋
上

外
壁

内
部

仕
上

備考
電
気

設
備

機
械

設
備

健全度
（100点
満点）

1 2439 中札内小学校 校舎 031 小学校 校舎 RC 2 3,777 1994 H6 25 新 長寿命 C B C B B 59

2 2439 中札内小学校 体育館 032 小学校 体育館 S 1 1,156 1994 H6 25 新 長寿命 B B C B B 62

3 2440 上札内小学校 校舎 014 小学校 校舎 RC 2 1,375 1987 S62 32 新 長寿命 B B B B B 75

4 2440 上札内小学校 体育館 014 小学校 体育館 RC 2 958 1987 S62 32 新 長寿命 B B B B B 75

5 4991 中札内中学校 校舎 001 中学校 校舎 RC 2 2,639 1970 S45 49 旧 済 済 H17 18 改築 A A A A A 100 H26･27長寿命化

6 4991 中札内中学校 体育館 08 中学校 体育館 S 2 1,572 1979 S54 40 旧 済 済 H17 21 長寿命 A C C C C 45

7 K155
中札内村学校給
食共同調理場

給食センター 003
給食セン

ター
給食セン

ター RC 1 532 1994 H6 25 新 長寿命 B B B B B 75

8 上札内交流館 公民館 その他 その他 RC 2 1,225 1975 S50 44 旧 済 済 H20 21 要調査 C B A A A 88 旧公民館

9
文化創造セン
ター

観覧場・図書館 その他 その他 RC 2 4,397 1997 H9 22 新 長寿命 A C B B B 67

10 中札内交流の杜 研修施設 その他 その他 S 3 5,313 1977 S52 42 旧 済 済 H17 24 要調査 D C D D D 19 旧中札内高校

11
ファミリースポー
ツセンター

体育館 その他 体育館 RC 2 2,388 1973 S48 46 旧 済 済 H20 23.6 要調査 A A D C D 47

12 村民プール プール その他 その他 RC 1 997 2017 H29 2 新 長寿命 A A A A A 100

13
屋内多目的運動
施設

スポーツ練習場 その他 体育館 S 1 967 1971 S46 48 旧 済 済 要調査 A A A A A 100 H30改修工事完了

構造躯体の健全性

試算上
の区分

基準 診断 補強
調査
年度

圧縮
強度
（N/㎟）

長寿命化判定

構造
延床
面積
（㎡） 西暦 和暦

築年
数

施設名 建物名 棟番号
固定資
産台帳
番号 学校種別

建物基本情報

通し
番号

学校
調査
番号

用途区分 耐震安全性

建物用途
階数

建築年度

劣化状況評価

屋
根

・
屋
上

外
壁

内
部

仕
上

備考
電
気

設
備

機
械

設
備

健全度
（100点
満点）

基本情報 

2439 中札内小学校 校舎 031 小学校 校舎 RC 2 3,777 1994 H6 25 新 長寿命 C B C B B 59

2439 中札内小学校 体育館 032 小学校 体育館 S 1 1,156 1994 H6 25 新 長寿命 B B C B B 62

2440 上札内小学校 校舎 014 小学校 校舎 RC 2 1,375 1987 S62 32 新 長寿命 B B B B B 75

2440 上札内小学校 体育館 014 小学校 体育館 RC 2 958 1987 S62 32 新 長寿命 B B B B B 75

4991 中札内中学校 校舎 001 中学校 校舎 RC 2 2,639 1970 S45 49 旧 済 済 H17 18 改築 A A A A A 100 H26長寿命化

4991 中札内中学校 体育館 08 中学校 体育館 S 2 1,572 1979 S54 40 旧 済 済 H17 21 長寿命 A C C C C 45

K155
中札内村学校給
食共同調理場

給食センター 003
給食セン

ター
給食セン

ター RC 1 532 1994 H6 25 新 長寿命 B B B B B 75

上札内交流館 公民館 その他 その他 RC 2 1,225 1975 S50 44 旧 済 済 H20 21 要調査 B B A A A 91 旧公民館H25改修
文化創造セン
ター

観覧場・図書館 その他 その他 RC 2 4,397 1997 H9 22 新 長寿命 A C B B B 67

中札内交流の杜 研修施設 その他 その他 S 3 5,313 1977 S52 42 旧 済 済 H17 24 要調査 D C D D D 19 旧中札内高校
ファミリースポー
ツセンター

体育館 その他 体育館 RC 2 2,388 1973 S48 46 旧 済 済 H20 23.6 要調査 A A D C D 47

村民プール プール その他 その他 RC 1 997 2017 H29 2 新 長寿命 A A A A A 100
屋内多目的運動
施設

スポーツ練習場 その他 体育館 S 1 967 1971 S46 48 旧 済 済 要調査 A A A A A 100 H30改修工事完了

構造躯体の健全性

試算上
の区分

基準 診断 補強
調査
年度

圧縮
強度
（N/㎟）

長寿命化判定

構造
延床
面積
（㎡） 西暦 和暦

築年
数

施設名 建物名 棟番号
固定資
産台帳
番号 学校種別

建物基本情報

学校
調査
番号

用途区分 耐震安全性

建物用途
階数

建築年度

劣化状況評価

屋
根

・
屋
上

外
壁

内
部

仕
上

備考
電
気

設
備

機
械

設
備

健全度
（100点
満点）
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総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷60 

  
■学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書による健全度の算定と読みとり方 

イ）部位の評価点 ロ）部位のコスト配分評価点     ハ）健全度 

  
〈参考〉 

構造躯体以外の劣化状況の評価基準 

■劣化評価基準 

建物の躯体以外の劣化状況については、「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（文部科

学省）」付属の建物情報の整理用ソフトに準じて評価する。 

  但し内部仕上げについては、北海道の寒冷な気候特性を踏まえ、経過年数による評価だけで

はなく、断熱性能にも着目し、現行の断熱性能との比較によっても評価することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■健全度 

建物の健全度は、文部科学省の「長寿命化計画策定の解説書」に基づき以下のとおり算定す

る。 

健全度は建物の５つの部位について劣化状況を４段階で評価し、100点満点で数値化した評価

指標となるよう、イ）部位の評価点とロ）部位のコスト配分を下表のように定め、ハ）健全度を

100点満点で算定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

 

   

ニ）健全度の読みとり方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書による評価基準 

●健全度40点未満なら優先的に長寿命化改修等の対策を講じることが望ましい   

●健全度の点数に関わらず、Ｃ，Ｄ評価の部位は修繕・改修が必要 
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 ■劣化状況評価に係る修繕履歴  

施設名 
建設 

年度 
改修履歴 

中札内小学校 H6 

H20：身障者トイレ設置、体育館屋根塗装 

H21：体育館外壁塗装 

H21：校舎屋根、渡り廊下シーリング打替え 

H26：トイレ改修工事 

H27：ボイラー更新工事 

H29：教室床張替工事 

R1：渡り廊下シーリング打替え 

上札内小学校 S62 
H21：体育館屋根・外壁塗装 

H22：校舎外壁塗装 

中札内中学校 S45・S54 

H12：体育館外壁再塗装 

H17：耐震診断（校舎・体育館）/H19：耐震改修 

H20：体育館屋根葺替、 

H26：校舎・長寿命化改修/格技場：屋根葺替 

H28：柔道場床張り替え 

H30：体育館トイレ改修工事 

給食共同調理場 H6 

H13：給排水管改修 

H14：冷房設置 

H28：蒸気ボイラー取替 

H29：温水ボイラー取替 

上札内交流館 S50 

H7：外壁再塗装 

H15：ボイラー給水給湯配管取替 

H25：上札内交流館への改修工事 

文化創造センター H9 

H26：温水ユニット改修/トイレ改修工事 

H28・29：ポーチ屋上防水工事・天井補修工事 

H30：屋上防水補修工事、音響等設備更新工事 

R1：屋上防水工事 

中札内交流の杜 S52 
H21：交流の杜整備工事 

H28：多目的室床改修工事 

ファミリースポーツセンター S48 H28:村民体育館耐震改修工事 

村民プール H28・29 新設 

屋内多目的運動施設 S46 H30：旧中札内プールから屋内運動施設への改修工事 
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④ 老朽化状況の実態を踏まえた課題 

学校施設等の老朽化状況の実態を踏まえた課題としては，以下 のように考えられます。  

 

１）構造躯体の健全性に問題のある建物はないが、長寿命化改修等が必要な建物がある。 

 

２）適切な維持管理が行われておらず、劣化の進んだ部材や設備・配管等があり、大規模改造

等が必要な建物がある。 
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４ 施設整備の基本的な方針等 

（１）施設の規模・配置計画等の方針 

３(１)②ロ)施設配置に示す通り、本村の学校施設及び文教施設は村内にバランスよく配置

されており、継続的な施設運用が求められる施設であることから、原則として現在の規模及び

配置を維持することとします。 

 

（２）改修等の基本的な方針 

本村においては、学校施設等の長寿命化によるメリットが大きいことを踏まえ、長寿命化改

修を実施した施設もあり、また今後長寿命化が求められる施設もあります。各施設の実態に併

せ取り組むこととします。 

今後の改修及び長寿命化の基本的な方針は以下の通りとします。 

 

① 長寿命化の方針 

厳しい財政状況の下、従来の改築を基本とした老朽化対策では対応しきれないことから、近

年整備の施設は可能な限り長寿命化改修を行うこととします。 

また、近年整備及び長寿命化改修後の施設にあっては、定期的な大規模改造及び計画修繕によ

る維持保全を図ることとします。 

中長期的な維持管理等に係わるトータルコストの縮減や予算の平準化に努めます。 

 

長寿命化改修の方針 

【長寿命化改修の方針】 

長寿命化改修の実施にあたっては、施設活用寿命の延命を目的として【長寿命化エ

コ改修】を取組方針とし、必要な機能と性能の全体的な改善を行います。 

○〈計画修繕〉   ：計画修繕周期に基づく経年劣化の機能・性能回復  

・計画修繕は、建築の部位や設備機器類の更新周期を踏まえつつ、可能な限り大規模改

造や長寿命化改修に合わせて実施することとします。 

・長寿命化改修の実施も計画修繕周期に応じた対応は基本事項であり、以下の機能向上

項目と重複する際には、連動した取組として実施します。 

 

○〈大規模改造〉  ：20～25年周期の大規模修繕 

 ・設備機器類の更新期と連動する全面的な定期修繕を実施します。 

 

○〈長寿命化改修〉 ：長寿命化の要求に対応するための機能向上  

 ・学校施設等の目指すべき姿を実現目標とする学校教育や、地域連携等の変化に対応で

きる機能向上を目的として実施します。 

・現時点において求められる断熱性能の確保や自然エネルギー活用による性能向上を目

的としてエコ改修を実施します。 
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■〈従来の保全パターン〉から〈長寿命化のパターン〉への転換 

従
来
の
保
全
パ
タ
ー
ン 

      

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

長
寿
命
化
の
パ
タ
ー
ン
〉 

 

     

      

 

■大規模改造及び長寿命化改修の工事内容 

築20～25年目 

大規模改造 

 

築40～50年目 

長寿命化エコ改修 

 

築60～75年目 

大規模改造 

経年劣化による損耗や機

能低下に対する機能回復

工事、設備機器の更新。 

経年劣化に対する機能回

復工事と、長寿命化のため

の機能・性能向上工事。 

経年劣化による損耗や機能

低 下 に 対 す る 機 能 回 復 工

事、設備機器の更新。 

・屋上防水改修 

・外壁改修 

・設備機器更新 

・劣化の著しい部分の修繕 

・故障、不具合修繕 

・防水改修（断熱化） 

・外壁外断熱改修 

・開口部改修 

・全体的な内部改修 

・全面的な設備改修 等 

・屋上防水改修 

・外壁改修 

・設備機器更新 

・劣化の著しい部分の修繕 

・故障、不具合修繕 

コストは新築の2割程度  コストは新築の5～6割前後  コストは新築の2割程度 

 

 

② 目標使用年数、改修周期の設定 

従来型の維持保全は、建築後遅くとも50～60年を目途として建替えることを前提に、建物全体

ではなく部分的な修繕を複数回にわたって実施する対応となっています。 

今後は、施設の寿命が続く建物の構造躯体の健全性が保たれている限りにおいて、既存施設を

有効に活用することとし、施設の目標使用年数は概ね100年と設定し、長寿命化改修の周期を築後

40～50年、大規模改造の周期を20～25年間隔と設定することとします。 

目標使用年数、改修周期の設定 

  〇 目標使用年数           ：  １００年    

〇 長寿命化改修の周期   ： ４０～５０年 

〇 大規模改造の周期     ： ２０～２５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20        40        60       80年 

社会的要請 

社会的要請 

竣工 

● 

劣化度

● 

建替 

建替 
竣工 

● 

築20～25年目 

大規模改造 

築40～50年目 

長寿命化改修 

改修後20～25年目 

大規模改造 
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５ 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

（１）改修等の整備水準 

改修工事の実施にあたっては、学校施設等の老朽化状況の実態を踏まえ、構造体の長寿命化や

設備等の更新によって建物の耐久性を高めると共に、省エネ化や多様な学習形態による活動が可

能となる環境の提供など、社会的な要請や、本村教育活動の将来展望に応えることのできる改修

を目指します。 

改修の整備水準は、本計画「（２）③ 学校施設等の目指すべき姿」を踏まえ、施設の基本的性

能の向上を図ると共に、省エネやバリアフリー、防災・防犯などの機能と性能向上を図ることを

方針とします。 

長寿命化改修にあたっては、中札内中学校校舎改修において実施してきた、エコ改修の項目を

加えた長寿命化エコ改修の可能性も検討することとします。 

 

【長寿命化改修等の整備水準】 

■内外装の改修水準 

項 目 長寿命エコ改修 長寿命化改修 現状の整備レベル 

外
部
仕
上 

屋根屋上 外断熱防水 既存の防水改修 ｼｰﾄ防水＋ｺﾝｸﾘｰﾄ押ｴ 

外壁 

高耐候外装 外壁塗装 外壁塗装 

外断熱 内断熱補強  

外部開口部 
高性能樹脂サッシ 

Low-E複層ガラス 
 

アルミサッシ 
＋内窓樹脂サッシ 

内
部
仕
上 

内部仕上げ 
内装の全面撤去・更新 

内装木質化・木床組・ 
既存 

便所 内装の全面撤去・更新  

 
 

■長寿命化改修の整備内容 

項 目 整備空間・機能・性能 

安全性 防災備蓄/自家発電/防犯監視/木床組 

快適性 
オープンスクール/交流空間/スロープ、エレベーター/ 

内装木質化/便所ドライ化、多目的トイレ/外断熱、躯体蓄熱 

学習活動への 

適応性 
豊かな教室回り/多様な学習の場/ランチルーム/メディアセンター 

環境への適応性 

(エコ改修) 
エネルギーの見える化/太陽光発電/LED照明/高断熱・高気密 

地域の拠点化 地域開放/避難施設機能 
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（２）維持管理の項目・手法等 

今後、施設の維持管理を効果的・効率的に実施するための点検は、対象建物の躯体以外の劣化

状況把握の際に使用した「劣化状況調査票」を点検項目として設定します。 

点検は３年に１回（法定点検と同様）の実施とし、点検・評価の結果は同調査票に記入、デー

タベースとして蓄積することにより、将来の劣化予測や改修検討等に活用します。 

部位ごとの更新は、「４（２）②目標使用年数、改修周期の設定」に示された工事内容等に基づ

き、部位材料の修繕周期表※等を参考に実施することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
※「建築物のライフサイクルコスト」（財団法人建築保全センター、平成17年）等を参考に設定 

〈参考〉 
   
劣化状況調査票 
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６ 長寿命化の実施計画 

（１）改修等の優先順位付けと実施計画 

① 優先順位 

現状施設の運用状況や活用状況、また改修履歴や現在の劣化状況等を総合的に判断し、今後の

施設整備の優先順位を以下の４段階で設定します。 

 

■優先順位一覧表 

区 分 施設名称・建物区分 総合的な評価 優先順位 

学
校
施
設 

小
学
校 

中札内 

小学校 

校舎 
・建設後25年が経過しており健全度の評価も60点前後で第１

回目の大規模改造の時期を迎えている 

・将来的には長寿命化改修を設定する 

・屋根や内部改修等を改善する必要がある 

・新しい教育システムへの対応について検討する必要がある 

Ｂ 
屋体 

上札内 

小学校 

校舎 
・建設後30年が経過しているものの、状態は比較的良好 

・内部仕上等の改修も必要 

・新しい教育システムへの対応について検討する必要がある

・建設後40年経過を待って全面的な長寿命化改良事業導入を 

検討する 

Ｃ 
屋体 

中
学
校 

中札内 

中学校 

校舎 
・平成26年に長寿命化改修を実施し、5年が経過 

・今後は定期的な点検・修繕を実施するなど計画的な管理を

行うこととする 
Ｄ 

屋体 

・屋根は葺替等を実施しているものの、外壁については大規

模改造等を実施していない。健全度も低く45点。 

・外壁、内部仕上、設備等の改善も含めて、早急に更新する

必要がある 

Ａ 

給
食
セ

ン
タ
ー 

中札内村学校給食 

共同調理場 

・設備面の改修は実施しているものの、内外装含めて大規模

な修繕は実施していない。 

・中札内小学校の更新に合わせて、第１回目の大規模改造を

実施する 

Ｂ 

文
教
施
設 

社
会
教
育
施
設 

上札内交流館 
・平成25年に上札内交流館にするための改修工事を行い、内

部改修等は実施済 

・今後の経年的な劣化状況を踏まえ、外装等の修繕が必要 
Ｃ 

中札内 

文化創造センター 

・建設から20年が経過し、防水改修が完了 

・外壁の劣化が見られることから、外壁を含めた改修を実施

する必要がある。 
Ａ 

中札内交流の杜 
・施設建設後34年が経過し劣化が進んでいる。 

・全体的に劣化し健全度も低いことから、早急に改修が必要 
Ａ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設 

中札内ファミリー 

スポーツセンタ― 

・平成28年に改修工事を実施済 

・耐震診断時に、コンクリート中性化の進行により令和20年

頃までの活用となると判断されている。その後活用検討に

は再調査が必要 

Ｄ 

中札内村民プール 
・建設から2年を経過。長期の活用に向けて、今後も計画的な

維持管理が求められる 
Ｄ 

屋内多目的運動施設 
・長寿命化改修を実施、今後も計画的な維持管理を行う必要

がある 
Ｄ 

【優先順位段階】 

Ａ：緊急性が高く、５年以内を目途に改善工事を実施する必要のある施設 

Ｂ：今後５年前後を目途に改善についての検討を始める必要のある施設 

Ｃ：今後10～20年以内を目途に改善を実施する必要のある施設 

Ｄ：ここ20年以内は定期的な点検や経常修繕を行い、20年以降に次の改善に着手する施設 



29 

 

② 今後40年間の計画 

優先順位の考え方を基に、施設ごとに今後の改修等の時期や方法を、今後40年を見通した長期

的な取組みとして整理します。 

優先順位に基づき着手することとし、建物ごとの改修履歴等を踏まえた周期的な大規模改造

(老朽)事業や長寿命化改良事業等の導入を想定し、設定します。 

また、今後10年刻みの検討事業は以下の通りとします。 

 

■今後40年間の事業実施計画※ 

施設 事業 2020(R2)～ 2030(R12)～ 2040(R22)～ 2050(R32)～ 

小
学
校 

中札内小 
校舎 

長寿命化 
    

屋体 

上札内小 
校舎 

長寿命化 
    

屋体 

中
学
校 

中札内中 
校舎 大規模改造     

屋体 長寿命化     

中札内村学校給食 

共同調理場 
長寿命化 

    

社
教
施
設 

上札内交流館 大規模改造 
    

中札内 

文化創造センター 
長寿命化 

    

中札内交流の杜 大規模改造 
    

ス
ポ
ー
ツ
施
設 

中札内ファミリー 

スポーツセンター 
要調査 

    

中札内村民プール 長寿命化 
    

屋内多目的運動施設 大規模改造 
    

 ※施設毎の履歴及び今後40年の事業の見通しは巻末資料を参照のこと 

【今後10年ごとの検討事業】 

時期 検討事業 

〇2020年（令和2年）～ 

 

・中学校体育館の長寿命化／・中札内小学校（給食共同調理場含）

の第１回目大規模改造／・上札内小学校の長寿命化 

・交流の杜の長寿命化 ／・文化創造センターの部位修繕 

〇2030年（令和12年）～ ・上札内交流館の大規模改造  

・ファミリースポーツセンターの再調査・事業化 

〇2040年（令和22年）～ ・中札内中学校の大規模改造  

・交流の杜の第２回目大規模改造 

・村民プール及び屋内多目的運動施設の第１回目大規模改造 

〇2050年（令和32年）～ ・中札内小学校（給食共同調理場含む）の長寿命化 

・上札内小学校の大規模改造（老朽）事業 

・文化創造センターの長寿命化 

長
寿
命
化 

 長
寿
命 

大

改 

大

改 

大

改 

長
寿
命
化 

 

大

改 

大

改 

長
寿
命
化 

 

：点検・経常修繕 

部位 
修繕 

大

改 

要
調
査
築 

大

改 

大

改 

長
寿
命
化 

 
長
寿
命 

大規模改造又は改築 
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③ 今後10年間の実施計画 

今後10年間の整備計画は、40年計画の当初10年間計画として、財政等の見込みや国庫補助制

度等を考慮の上、個々の学校施設等整備を実行していくための実施計画とします。 

重点的な取組みとして〈中札内小学校（給食共同調理場含む）の第１回目の大規模改造〉、〈上

札内小学校の長寿命化改良事業〉、〈中学校体育館の長寿命化〉、〈文化創造センターの部位修

繕〉、〈交流の杜の長寿命化〉」を実施することとします。 

具体的な事業の年度貼り付けにあたっては、導入事業等※の年度要件等も考慮し微調整を図る

こととします。実施計画は以下の通りとします。 

 

■今後10年間の実施計画 

（＊１）：国庫補助制度 

（＊２）：「交流の杜改修事業」にあたっては、R3年までの事業実施が要件となっている〈公

共施設等適正管理推進事業債「長寿命化事業」〉の導入を想定し、集中的な実施とする 

 

 
※参考：■学校施設等長寿命化計画に関連する事業概要と計画反映の検討（31Ｐ） 

    ■公共施設等の老朽化対策のための地方債活用 活用可能メニューと計画反映の検討（31Ｐ） 

施設 想定事業 
計画期間：2020（R2）～2029（R11） 

前期：2020～2024（R2～6） 後期：2025～29（R7～11） 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 

中札内小学校 

校舎・体育館 

大規模改造 

（老朽）事業

（＊１） 

  

   設計  

   

上札内小学校 

校舎・体育館 

長寿命化 

改良事業

（＊１） 

 

   

 

   設計  

中札内中学校 

体育館 

長寿命化 

改良事業

（＊１） 

 

   設計   

   

給食共同調理場 

大規模改造 

（老朽）事業

（＊１） 

   

  設計  

   

文化創造センター 
部位修繕 

（単独費） 
  

 

       

交流の杜 

公共施設等

適正管理推

進事業債

［長寿命化

事業］（＊2） 

設計          

屋根塗装(図書館部分)、 

音響・照明更新 

 

屋根塗装（研修室上・ホール上）、 

卓上ミキサー更新、正面玄関自動ドア更新 

温水ボイラー取替 
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〈参考〉 
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（２）長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果 

本計画において設定した40年間計画を、3（1）⑦ロ）今後の維持管理コスト（従来型）試算と

比較すると、試算上は61.1億円程度縮減することが可能となっています。 
 

〈参考〉 

[本計画の設定による今後の維持・管理コスト（長寿命化型）の試算] 

本計画において設定した 40年間事業費を試算すると、以下の通りとなります。 

○試算根拠：・文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」付属ソフトに準じた

試算として、各年次事業と㎡単価を掛け合わせた事業費設定 

○試算条件：・各年度の光熱水費、通常の修繕費、その他施設整備費などは過去5年間の平均

値を採用       

・事業サイクルは25年ごとに大規模改造を実施、築後50年で長寿命化改修 

       長寿命化改修後100年で改築 

      ・金額の設定は、改築費：36万円/㎡、長寿命化改修：18万円/㎡、大規模改造： 

9万円/㎡ 

・「ファミリースポーツセンター」は令和20年頃を目安に再調査が必要となる。

ここでは「改築」を実施することとして設定(改築面積は現在と同じ) 

・各年事業費はわかりやすくするために平準化せず、全て単年度での実施とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 □本計画の設定による40年間のコストシミュレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ただし、今後10年間の事業費は実状に合わせて以下の通り設定] 

○「文化創造センター」の部位修繕費は、村の「個別施設計画 年次計画期間内 修繕等」の事

業費を採用し、令和2年・4年・5年で実施すると設定 

○「中札内交流の杜」の長寿命化事業については、屋上防水・屋根葺替工事、外壁板金外張な

どの外装長寿命化工事、及び体育館床張替、設備更新等を含めた工事を想定し、外壁以外は

大規模改造程度として見込み、9万円/㎡として設定 

○「中札内中学校 体育館」の屋根は、平成20年に葺き替えていることから、長寿命化改修事

業は通常の半分の事業費（9万円/㎡）として設定 

 

１０か年所要額
（億円）

5.95

14.38 19.27

2.67 2.25

2.46

24.59

4.01

40.11

2.07

１０か年平均所要額
（億円／年） 3.37

8.36 18.19 13.36 11.23 29.75 10.36

2.65

５か年平均所要額
（億円／年） 2.88 3.85 1.67 3.64
5か年所要額
（億円）

33.65
４０年平均所要額
（億円／年） 3.12
４０年所要額
（億円） 124.90

26.55
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７ 長寿命化の継続的運用方針 

（１）情報基盤の整備と活用 

計画の見直し等の基礎資料とするため、建物や設備の施設基本情報については、当該計画策定

において整備されたデータベースにおいて管理するとともに、改修・修繕等の履歴や故障の発生

状況等をデータベースとして蓄積することとします。 

また日常の点検・評価の結果は、データベースと適切に管理し、故障の発生や劣化予測に役立

てることとし、「公立学校施設台帳」を適切に活用し、一元管理していくこととします。 

 

（２）推進体制等の整備 

計画の推進に当たっては、学校施設、社会教育施設、スポーツ施設等の所管課である教育委員

会教育グループを中心に、本計画を含む学校施設及び文教施設のマネジメントを行っていくこと

とします。 

また、総合計画への反映や公共施設等総合管理計画との整合調整には、政策部局や財政部局等

と連携を図るとともに、日常的な点検を行う施設管理者に対して技術面のサポートは欠かせない

ことから、施設課等の協力も得ることとし、全村的な体制で対応を図ることとします。 

 

（３）フォローアップ 

本計画は、学校施設・文教施設の改修や建替の優先順位を設定するものであり、村の総合計画

等において具体的な年次計画や個別の事業費を精査していくこととします。 

また、定期的に計画の進捗状況等についてフォローアップを実施することとします。逐次、事

業の進捗状況や劣化調査などの結果を反映し、５年程度を目安に随時見直しを図ることとしま

す。 

中長期的に計画（Plan）・実行（Do）・Check（評価）・Action（改善）を繰り返すことによって

施設の管理運営業務を継続的に改善していく PDCAサイクルの構築を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

■施設別改修履歴と今後40年間の事業見通し（案） 


